
〉

父
長
総
と
共
に
先
就
と
な
っ
て
出
陣
し
、
後
役
に
も

亦
従
抵
し
た
。
見
永
七
年
五
且
什
凶
日
三
十

一
践
を

以
て
間
目
。

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ト
グ
ン
コ
ウ
シ
ヨ
山
崎
長
門
軍

功
番
一
加
。
容
初
に
山
崎
長
門
守
家
来
侍
帳
と
摂

州
し
、
人
別
の
酎
古
川刊
に
何
某
巾
上
分
と
し
て
、
各
一

伎
の
軍功一平一
載
せ
た
も
の
。
末
に
以
上
人
数
三
十
八

人
、
見
永
八
年
主
月
時
日
と
記
寸
る
。
こ
の
長
門
は

民
俗
で
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ノ
リ
山
崎
長
徳

初
総
長
館
。

逝
椴
小
七
郎
・庄
兵
衛
・長
門
。
越
前
の
人
。
交
は
七

郎
左
衛
門
吉
延
。
長
徳
初
め
朝
合
議
最
に
仕
へ

、
明

品川
氏
の
亡
後
明
智
光
努
に
仕

へ
て
七
百
石
を
受
け
、

光
努
の
械
製
後
鎚
前
に
m
刷
。
、
佐
久
間
安
久
に
織
し

て
朕
務
行
と
な
り
、
捌
タ
翻
の
役
に
出
陣
し
た
。
こ

の
役
後
長
徳
は
前

m利
長
に
仕
へ

、
本
勝
千
石
と
奥

力
知
=
一
千
石
と
そ
賜
は
旬
、
叉
末
森
の
役
に
は
武
者

務
行
と
な
り
、
知
年
初
一
泊

・
鳥
越
の
臓
に
先
制
削
を
勤

め
て
、
融
七
千
石
を
加
へ
、銃
金
若
干
・時
服
一
を
賜

は
っ
た
。
次
い
で
放
生
津
域
の
守
将
と
な
り
、
叉
丸

州
法
び
胤
斑
の
討
伐
に
従
軍
し
、
征
仰
の
役
に
は
利

家
に
従
う
て
名
純
鹿
に
赴
い
た
。
後
近
陸
中
村
七
助

と
事
う
て
之
キ一殺
し
た
お
に
、

一
た
び
献
を
失
う
て

京
都
に
隠
居
し
た
が
、
秀
吉
は
利
長
そ
慰
祁
し
て
復

作
せ
し
め
、
依
っ
て
一
位
訟
を
隠
は
る
こ
と
を
得
、
慶

長
広
年
に
は
大
山
町
寺

・
抽
出
弁
駁
に
峨
ひ
、
功
に
よ
り

四
千
石
そ
加
へ
ら
れ
、採
計
一
氏
況
千
石
と
な
っ
た
。

九
年
家
を
子
阿
披
長
郷
に
恕
り
、
返
老
し
て
関
知
と

慨
し
、
致
仕
科
別
に
二
千
石
を
食
ん
だ
が
、
大
坂
雨

役
に
ま
た
出
制
し
、
元
利
六
年
十
一
万
裂
し
た
。
卒

去
、、
.
L
O

h
刊
J
J
J

l
J
ノ

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
マ
サ
山
崎
長
政

活
様
初
め
彦

右
衛
門
、
後
牢
左
衛
門
。
幼
に
し
て
母
を
剛
山
ひ
、
長

ヤ
マ

ヤ
マ
ザ
キ
ノ
リ
ヒ
サ
山
崎
範
古

逝
聡
直
右
衛

門
・庄
兵
衛。

nは
大
観
寺
務

山
附
刷
訟
の
笠
子
で

あ
っ
た
も
の
。
文
化
三
年
加
賀
滞
山
崎
伊
織
長
恒
ハ
長

恒
は
大
刷
用
品
守
滞
山
崎
放
之
永
の
子
で
、
純
白
の
れ
兄

で
あ
り
、
加
賀
滞
山
附
庄
兵
衛
良
質
の
後
そ
綴
い
だ

も
の
。
〉

の
也
知
四
千
五
百
石
を
受
け
、
定
火
消
・奏

者
番
・公
旗
揚
潜
行
・寺
社
奉
行
官
即
位
、
文
政
六
年
十

二
且
御
家
老
に
任
じ
、
九
年
間
且
千
石
狩
加
へ
、
刊

年
六
月
遠
慮
を
命
ぜ
ら
れ
て
服
青
山
阻
め
た
が
、
天
保

一
苅
年
前
廿
び
御
家
老
と
な
っ
た
。
限
限
三
年
九
月
刑
一一一

門
長
徳
の
鞠
育
す
る
所
と
な
り
、
長
じ
て
彼
若
寺
の

徒
弟
と
な
っ
て
叶
抑
制
切
と
鋭
L
、
又
高
野
に
位
し
た
。

人
と
お
り
駿
羽
絶
倫
、
寛
永
の
初
蔵
隔
世
L
て
前
凶
利

治
に
仕
へ

、
千
石
を
賜
は
旬
、後
日
山
車
中
行
と
な
り
、

次
い
で
拠
力
知
三
百
七
十
石
そ
受
け
、
格的帯
行
に
泌

旬
、
流
文
二
年
十
二
且
什
四
日
食
搾
城
内
三
，
丸
番

町
山
に
於
い
て
授
。
年
六
十
二
。

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
マ
ザ
山
崎
長官
融
一

一
時
は
長
品
。

辺
都
竹
訟

・
長
門
。

光
式
の
嫡
男
。
父
の
裂
後
幼
に

し
て
也
知
の
う
ち
沢
千
石
荷
受
け
、
前
倒
利
治
の
隠

伎
に
小
松
に
従
ひ
、
融
抗
百
石
及
び
奥
力
知
抗
百
石

仏

V-
加
へ
ら
れ
た
。
後
冗
文
二
年
病
に
よ
っ
て
昨
日
そ

命
ぜ
ら
れ
、
四
年
本
総
巾
四
千
五
百
石
仇町長
子
日目治

に
、
千
石
を
衣
子
同
胞
に
分
か
ち
、
抗
年
九
月
四
十

二
訟
や
・
以
て
残
し
た。

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ヤ
ス
山
崎
長
考

大
型
山
寺
務
士
。

沼
稿
多
{
呂
・内
記
・聞
知
町
。
舷
且
と
川
抗
し
て
間
世
論
い

た
。
流
政
元
年
八
月
官
七
日
七
十
二
蹴
札
官
以
て
別
配
。

ヤ
マ
ザ
キ
ノ
プ
賓
カ
山
崎
延
隆

泊
抑
制
牢
左
衛

門
。
釘
は
抽
出
呑
左
町内
の
子
で
、
山
崎
長
政
に
誌
は
れ

た
も
の
。
政
千
石
。
寛
文
以
後
大
小
静
香
則

・
即
日

間
奉
行
・御
小
将
…肌
・御
馬
廻
…叫
に
隠
任

L
、
元
政
九

年
六
月
三
日
夜
し
た
。

日
明
日
。
享
年
八
十
一一。

範
古
宇
党
君
修
、
続
を
耐
制
州

文
は
窓
衡
と
い
ひ
、
同η
一宇一好み
、
野
政
に
就
い
て
は

寺
島
競
と
持
設
や
-
問
じ
〈
し
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
山
崎
八
幡
紳
社

能
山古都
出
口
に
銀
座
L
、
式
内
等
部
批
胞
に
、『
山
附

入
附
跡
蹴
。
山
口
村
銀
座
。
子
ν

今
熔
=
山
崎
入
幡
宮
一』

と
あ
る
。
必
併
に
、
民
長
中
山
崎
長
門
の
建
立
す
る

所
と
い

ふ
。
今
は
以
に
八
飾
品
仰
祉
と
都
す
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
ヒ
コ
エ
モ
ン
山
崎
彦
右
衛
門

天
涯

十
一

年
前
川
刺
家
に
仕

へ
、
末
森
城
後
容
の
際
奮
闘

し
て
、
設
年
千
泊
百
四
問
中
.
賜
は
り
、
迭
に
八
千
石
に

よ
っ

た
が
、
阿世
良
五
年
の
後部
附
を
去
り
、
館
後
で
残

し
た
と
い
ふ
。

ヤ
マ
ザ
キ
マ
サ
ア
リ
山
崎
政
有

泊
純
作
右
衛

門
。
一

簡
は
夜
明
品
。
羽
打
戦
訟
の
院
肥
前
育
館
の
子

氏
珠
坊
の
子
。
医
長
五
年
入
月
大
型
寺
攻
撃
の
際
菌

般
を
得
た
。
政
有
の
子
は
小
右
衛
門
長
有
で
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
Z
ツ

ノ

リ

山
崎
光
式

J
ヤ
マ
ザ
キ

ナ
ガ
ツ
不

山
附
旧
民
除
。

ヤ
マ
ザ
キ
ム
ネ
ト
シ
山
崎
宗
俊

一
誌
は
長
政
。

職
千
石
。
後
に
剃
髪
し
て
日
間
活
妨
と
抑
制
し
た
。
三
知

犯
に
、
日
間
下
総
の
伯
父
山
附
修
活
坊
は
、
前
出
利

家
に
取
立
て
ら
れ
、
ご
一由一
命
中
~
領
し
て
石
川
端
宮
艇

の
代
宮
で
あ
っ
た
。
利
家
徳
山
刊
の
時
、
野
削
山
で
最

後
の
強
制
山
中
」
拝
せ
ん
と
て
、総
の
m
m
を
抑
明
け
た
に
、

具
釘

μ
に
入
旬
、
R
を
ま
は
し
て
波
病
L
、
終
に
失

せ
た
と
あ
る
。
こ
与
に
修
続
初
と
あ
る
の
は
、
位
同

の
山
白
紙
に
照
ら
し
て
級
品田
拐
の
認
で
あ
り
、
そ
の
趨

逝
は
医
長
四
年
四
且
で
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
モ
リ
ア
キ
ラ
山
崎
盛
明

泌
総
沢
郎

右
衛
門

・
次
郎
兵
衛
。
貸
出
町
十
年
笑
次
郎
兵
衛
府
知

の
也
知
四
百
七
十
石
を
受
け
、
御
潟
短
か
ら
表
小
将

に
耐
押
じ
、
天
間
二
年
入
十
石
を
加
へ
、
四
年
物
郎
監

に
進
ん
で
金
谷
御
艇
式
御
用
に
郎
じ
、
七
年
御
苑
、

寛
政
入
年
玉
且
奴
し
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
モ
リ
ト
モ
山
崎
盛
知

辺
都
粂
之
助
・

次
郎
兵
衛
。

資
氷
六
年
実
次
郎
兵
衛
の
治
知
四
宵
石

を
製
ぎ
、
後
七
十
石
を
加
へ

、
白
川
日
十
年
一
泊
十
=
一政

そ
以
て
残
し
た。

ヤ
マ
ザ
キ
ヤ
マ
山
崎
山

l
モ
ミ
ヂ
ヤ
マ
訓

話
山
。ヤ
マ
ザ
キ
ヨ
リ
生
ダ

山
崎
籍
侃
迦
総
揃
次
郎

小
右
衛
門

・
抑
制
母
。
一
一
部
範
侃
。

初
め
幼
少
で
矢
作

兵
衛
の
俸
三
の

一
を
受
け
、
天
明
五
年
本
知
七
宵
石

に
復
L
、
御
服
組
に
班
し
、
注
政
元
年
大
小
将
よ
り

次
第
に
昇
挫
し
て
、
安
保
こ
年
百
抗
十
}
仰
を
加
へ

、

終
に
定
番
町
に
宅
旬
、
天
保
十
二
年
入
且
引
八
日
限

目
し
て
常
山
と
蹴
し
、
料
ご
百
石
守
山
受
け
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
リ
ヨ
ウ
山
崎
領

J
ヤ
マ
ザ
キ
ジ
ガ

タ

山

附
地
方
。

ヤ
マ
サ
ル
山
去

珠
洲
郡
聞
方
の
内
の
小
字。

ヤ
マ
シ
hm

山
下

珠
洲
郡
似
按
の
内
の
小
学。

ヤ
マ
シ
タ
カ
ン
ベ
Z

山
下
勘
兵
衛

医
長
十
一

二
年
の
頃
前

m利仲
間
に
召
出
さ
れ
、
十
四
年
知
行
三

百
石
脅
受
け
た
。
十一五
年
利
治
の
恥
命
に
よ
っ
て
尚

古
屋
柏
崎
国
的
築
の
助
役
に
赴
い
た
時
、
勘
兵
衛
は
金
仰

か
ら
召
さ
れ
、
徳
川
家
康
に
仕
へ
て
二
千
石
を
領
ナ

る
そ
の
児
山
下
宇
兵
衛
に
惣
旬
、
内
羽
町
の
使
命
を
mm

L
、
功
を
川り
て
三
百
石
を
加
崎
せ
ら
れ
、
後
元
和
一苅

年
五
且
七
日
大
坂
の
役
に
岡
山
口
で
戦
死
し
た
。
子

高山は
無
い。

ヤ
マ
シ
h
F
キ
チ
ベ
エ
山
下
吉
丘
一
衝

突

は

野
崎

県
右
衛
門
。

民
世
改
め
て
前
出
利
長
に
仕
へ
、
融
加

地
共
に
二
一白
石
に
京
旬
、
放
郎
元
年
間
目
。
田
山
間
山
太
夫

筒
奥
に
至
・
り
断
絶
し
た。

ヤ
マ
シ
生
キ
ヨ
オ
芝
山
下
溝
匡

八
七
O

通
冊
桝
徳
左
衛


